
エンブレム札幌清田管理組合 御中

エンブレム札幌清田A,B 棟
配管更生装置

"NMRパイプテクター”®
設置 13 ヶ月後内視鏡調査報告書

原記の件について下記の通り御報告致します。

記

く建物概要＞

建 物 名：エンブレム札幌渚田 AB 棟
建物所在地： A棟：北海道札幌市渚田区渚田 2 条 3 丁目 7·27

:B 棟：北海道札幌市渚田区渚田 2 条 3 丁目 7·26

築年数： 29 年

建物規模 A棟： 10 階建て 37 戸
B 棟： 11 階建て 44 戸

設晋日平成30 年］．1 月 12 日

1. 内視鏡講査概要

乙 4号証
令和元年 12 月 25 日

日本システム企画株式会社

本物件は築後 29 年が経過しているマンションで、共用部の給水紀菅には塩化ピニIレライ

ニング餓管 (VL P) を使用しています。この配管の維手部は配昔接合部のネジ山の断面が

露出するため、その期待耐用年数は 20 年程であり、築年数からも何らかの赤銹防IJ:対策が

必要な状悪でした。

特にバルプ固りの様な異程金風同士が接合する継手部では部分写池が形成されるため、赤

錯閉塞及び赤錯によるネジ山の脱落が急速に進行します。また、赤錯閉塞は水圧の低下や祀

筈維手部のネジ山の腐食を促進させ、継手音Iiからの涌水といった配管劣化の原因を引き起こ

し、呆終的には部分的な配管更新エ享に限らず、建物全体の配管更新エ宰が必要になるのが

一般的です。

そこで、平成 30 年 3 月 23 日に A棟 403 巧室及びB 練 101 号室の産水器給水配管にて内

視鏡による配管組手部の赤錆閉塞状況を調否致しました。本物件の配管緞手部における赤錆

閉塞は、前回の調査報告告写其からも解る通り巌大で 56.l％と大変進んでおり早期の対策が

必要な状態でした。

この様な状恕の下で平成 30年 11 月 12 日に給水ポンプニ次俳lA棟系綻給水配営及び絵水

ポンプニ次側 B棟系紛給水酋頭に “NMRバイプテクター'’PT-750S の殺器をそれぞ

れ行いました，

本調査ほ '‘NMRバイプテクター”設世 13 ヶ月後の経過観察となり、内視鎖による写耳

振彩は前回の調歪と比較評価のため、可能な限り同一箇所、同一の条件の椴影を試みました。
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2. 調査結果

今般、 “NMRパイプテクター＇＇股蛍 13 ヶ月後の経逸観察として、 A 棟 403 号窒及び B

椋 101 号室忌水器給水配管にて内視鍛調査を行った結果、配管継手部における赤鈷閉塞率は

下表の通りとなりましたと

赤錆閉塞率改善一覧表

設茜前 設登 13 ヶ月後 閉塞
調査箇所

(H30.0323) (ROl.1210) 改菩

A 棟 403 号室

53.0% 
0.4 

呈水器一次側給水配管 53.4% ポイント
第継手部手前側

B 棟 101 号室

54.8% 
1.3 

呈水器一次俣9給水配壱 56.1% ポイント
第維子部手前側

以上の拮屎で “NMRパイプテクター”の設證により配管内の赤錯は黒錆（マグネタイト）

へと還元された挙で、当初設臨契約菩上で記載した所定の改菩率（設匡 1年後において閉塞

率が縮小改善するキ）の黒錆化が達成され効果保証条件を達成しました。

赤鈷閉塞は経年とともに拡大進行していきます。何かしらの防錯の対策を打たない限り、

決して閉塞が縮小することはありません。赤錆閉塞が収縮したということは、 “N:VIRバイ

プテクター’'を設登したことで配管中の赤錯旗食の進行が止まり、配管内の既存の赤錆が体

積 1/10 以下の黒結に還元されたという結果と判断できます’’

本物件は “NMRパイプテクター”設固時は築 28 年で、その 28年間かけて出来た赤錆が

"NMRバイプテクター’'を設狸してから 1 年余りでその発生及び進行を止め、縮小された

ことが確認されまし芯今後も現状と変わらず水を使用していただければ赤錯閉塞は改菩し

ていきます。

※ “NMRパイプテクター’'設匡日は平成 30年 11 月 12 日
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3. 調査結果詳細

内視鏡調査写真及び設霊前及び設置後閉塞率改善一覧表

内視鐙調歪箇所
設逍前
(H30 0323) 

設世 13 ヶ月後
(R.0112.10) 

閉寒

改善

A 袖 40；；号室呈水器
一次側給水配秤

簑一継千部手前側
0.4 

ポイント

閉迩挙 5~.4% 53.0% 

内視鏡調査箇所
骰君前

<H30.03.23) 
設呂 13 ヶ月後
(ROl.12.10) 

閉塞

改善

B 棟 101 吾空筵水器
一次側給水配育

第一継手部手前位lj
1.:1 

ボイント

閉寒率 56.1% 5~./\% 

※ ‘'N.WR バイプナクタヽー”はこの、度(/)内現鏡点査結果に見られるようiこ西＇斧叙手部に
発生する水淫性のホ猜を不溶t生(/)黒う肴に遠元する平により、赤銹の休沢を収縮し、赤
牡閉楽ウ少しず／．改浜·すると同時iゴ記管内漑手部を！！．頃錆の強固な被膜で保浅 l、、配衿

内今体を•更生させる装盗で·れ

※ ‘‘NM!{バノププクダ·’'設笠日は平成 30 年且月訟 S
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4. 内視鍍調査概要

(1) 鵡査箇所

A柚•103 号奎砒水器給水配管

B 棟 1()1 号空旦7．又器給7.V配．筈

(2) 謂査年月日

令.fn元年 12 月 10 H （火）

(8) 罰査員

日本シ人テム企画株式会；t

(-1)穎査立会者

←マンプンム札幌汗圧管理組合

技術サーピス郡 甜野

理穿尭 没．
＾
し

朴

(5) 開歪方法

各・ジコイント部を外し、絵水口より内筏鏡を挿入し内 25状況を確捻

(6) 伎用機材

µ、'視鏡オ 1Jンパス社製く I P6C:5X 1-20) 

..L業用ファイパースJ・ープ~.Um（西視レンズにて撮影）
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(7) 閉塞率算出方法

♦内視食酎了真9.)配管継手部閃口臼位）面祐をプラーメーターでをj;£し、配笞断面栢と(/)比守i.:.

より閉塞瑛を計算‘声：す。

｀くプラニメーター梃要＞

♦プ万メークーとは測益用製凶機器の名称で、測定lX1形の座椋を検／li！辮時に面積、線長

がRIJ'ff'してデジタJン表示する革新的な図形測定器です。、弔叩·ッては湘l配図面の揺ゃ敷

池等(i)求萩作業（面栢i舟燐,:)に使用されます．

タマヤ計測システム株式会,t
製品名 PLANlX 10S 

写呉部のトレ、スン・ンズで

t・酎赤点線部＃ l、レースして、 m
"P ii1芍で開n部面稔＃•

巽出します，
写只枠

継手枠

llllu 部と赤蜻(/)境目
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内況銹写頁上i.::.ーて配管維手部の半径および朋 L1部と測定 l、ます。

その後、写互J:9)継手部の人きさと謀立箇所において丈彦祭にi史用されて·'いる庄管内径（坪

ぴ径）とのが芹を戎め、実際の配筈径iコ灯する開n部面積ケ求夭E し．七_1;

配怜断面積は配秤呼び径より紐出し、ふ卜（式 1) によって閉塞率を葬出しまず，

閉臨率（％） (1 -
糊口部面積 (mm")

配符liifr面芍（皿勺
ヽ
~ * 1 () () (%) （式ー 1)

0.3 



5. 飼査結果詳細

●現場撮影 (A 棟 403 号室量水器給水配管）

ロ呵1 令和元年 1

翫
2 Fi 10 ロ

A 棟 403 号室

芦水器給水配管

写呉矢印部より内視鐙釦車入

副管ブ内レぶとら1.nl
I 

A桟勾3

,.! 

.. 
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ヽ 9|―吐戸
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●内視鏡撮影

・翻歪芭所： A 棟 403 号室丑水器一次側給水配苫より
・管 種： VLP

水流の）J|口J

六担鐙を埠人

A 棟 403 号室量水器一次側給水配管第一継手部手前側では、示錆により配管内は 53.4%
閉塞していましたが、設置 13 ヶ月後の今回損査を行った結果、赤錆表面から体積が 10 分
の 1 以下の黒錆に還元されたことで、閉塞率は 53.0％へ 0.4ポイント減少したことが確認
できました。
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●内視鏡で。！ A`月棟J4U03 号室量水器一次側給水：：：ば゜日

①第一継手邪手前側

爵門菅縮手節に赤銹の形成が見られ、紀管佐
は .~.9.4％閉四‘ごぐし、ましt.‘-0

聞口部面栢 ~6 1.82 

- -

已管断面租（13A) = 132.67 
閉塞率＝ ( 1 -開口部面積／笞断面積）

X 1 0 0 

-53.40 

阻 53.4% 

赤結の集銹化への溢元（＾積収縮反応に．t
り、閉四和ま 5-~.0％と（）．4 ポイントル［少 I,
まi,t.90 
まt.‘、赤矢叩部は虻筈と接合する際に使用
するシールアープがせり出たものです。

•A 棟 403 号室量水器一次側給水配笞

第一維手部手前1lll （設置 13 ヶ月後）
（単位 m町）

開口部而栢 =62.4 1 
配管断面招(13A} = 132 67 
閉塞率＝ ( 1 -開□部而摂／管新面積）

X 100 

=52.95 

阻 53.0% 



●現場撮影 (B 棟 101 号室量水器給水配管）

元巧

尋・調査配菅

R 棟 101 号室

量水器給水配豊

写反矢印部より内祝鐙を/iT,人

●内視鏡撮影

．訊歪箇所： B 棟 101 号室云水器一次俳J給水配管より

・管 種： VLP

水流の方向

内視策を挿入

②
日
且

B 棟 101 号室量水器一次側給水配管第一継手部手前側では、赤錆により配管内は 56.1%
閉塞していましたが、骰置 13 ヶ月後の今回謹査を行った結果、赤錆表面から体積が 10 分
の 1 以下の黒錆1：：還元されたことで、閉塞率は 51.8％へ 1.3 ポイント減少したことが確認
できました。
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・
一

平成;iO 年 3 月 23 日

設五前

令和元年 12 月 10 日

殷笹 1~ ヶ月後

②第一維手部手前側

配秤継芦l針こ赤始の形成が見られ、配怜内
は. 5().1％閉寒していました。

開口部面積 =58.26 
配管断面梧（ 1 :l A) = 1:'¥2.67 

閉塞率＝ （ 1-開口部而積／管断而栢）

x IO 0 

=;56.09 

ぐ〉、．，丘 '•E

fご~ t,.•. ;~ 
,'.,.  

赤鈷の黒鈷化への還元体積収縮反応じよ
り、閉索中は 54.8％と 1．りボイント減少一‘

点した＂

•B摸 101登3"U娃街一次側給水配管
第一継手部手前側（設置 13 ヶ月後）

（ほ位 mm')

開口部面積 =59.92 
配管断面積 (l3A J =132.67 

閉塞率＝ （ 1-開口部面栢／管断面積）

x IO 0 

=a54.83 

阻 56.1% 阻 5AS勉



6. 考察

今般 “NMRパイプテクター＇＇設器 13 ヶ月経過後の調査として、 A梱 103 号室及びB 棟

101 号宰の呈水器給水配筈において調査を行った結果、 A棟403 号室薮水器一次側給水配管

第一維手部手前側では赤錆閉塞率が 53.4％から 53.0％へ 0．4 ポイント、 B 棟 101 号室呈水

器一次側袷水配管第一継手部手前側では赤銅閉塞率が 56.1％から 54.8％へ 1．3 ポイント、

，．の による により I ．．・塞が小苺したことが＇咽でました

ー 査の← •“NMR．バイプテクター”の＝ーによ、 の‘/―が止し

血内に生していた は‘―‘ヽ！こ へと し こ ヒが進/―るにつれ

て9 ー ．が しここにより黒・による強な不動熊の膜が形され＇＾水配ー内

が保課されたことが立証されましたn

この車から “N::VlRパイプテクター＂設匿妃筈ば‘'・ヽMRパイプテクター’'を使用し絞

けると同時に適正な水の使用を維統的に行うことにより、以後外部腐食や水の使用が少ない

展種金屈接合部を除き、理脇的に 40 年以上は保護され、地衷あるいは水圧による異常な））

が働かない限り配管のメンデナンスは不要となります。

今後、経年とともに更に黒錯化が進み配管内部の赤錯閉塞は徐々に開口していき、更に良

好な状態になっていきますもまた、水の伎用呈が大きく効果に反映するため今後より多く水

を使用する写·で更なる改善が期待できます。
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